














































































































社会福祉学科 社会学科 人間社会学科 心理学科 実践心理学科
送付 未配達 実質数 送付 未配達 実質数 送付 未配達 実質数 送付 未配達 実質数 送付 未配達 実質数
昭和44年卒 43 1 48 0 48
昭和46年卒 45 3 157 1 156
昭和48年卒 47 5 160 3 157
昭和50年卒 49 7 140 3 137
昭和52年卒 51 9 201 3 198
昭和54年卒 53 11 304 4 300
昭和56年卒 55 13 280 6 274
昭和58年卒 57 15 258 7 251
昭和60年卒 59 17 294 9 285
昭和62年卒 61 19 247 7 240
平成元年卒 63 21 241 3 238
平成３年卒 2 23 306 3 303
平成５年卒 4 25 281 5 276
平成７年卒 6 27 289 2 287
平成９年卒 8 29 288 4 284 88 1 87
平成11年卒 10 31 294 6 288 111 1 110
平成13年卒 12 33 364 6 358 129 2 127
平成15年卒 14 35 409 3 406 112 1 111
平成17年卒 16 37 324 7 317 129 3 126 109 1 108
平成19年卒 18 39 316 3 313 120 0 120 123 4 119
平成21年卒 20 41 323 2 321 138 3 135 147 0 147
平成23年卒 22 43 325 10 315 92 4 88 130 4 126
平成25年卒 24 45 309 1 308 49 0 49 143 2 141






















全体 社会福祉学科 社会学科 心理学科 卒期グループ別
発送 返送 回収率％ 発送 返送 回収率％ 発送 返送 回収率％ 発送 返送 回収率％ 社会福祉学科 社会学科 心理学科 合計
昭和44年卒 43 1 48 14 29.2 48 14 29.2
昭和46年卒 45 3 156 47 30.1 156 47 30.1 送付：696 送付：696
昭和48年卒 47 5 157 43 27.4 157 43 27.4 返送：172 0 0 返送：172
昭和50年卒 49 7 137 40 29.2 137 40 29.2 率：24.7％ 率：24.7％
昭和52年卒 51 9 198 28 14.1 198 28 14.1
昭和54年卒 53 11 300 62 20.7 300 62 20.7
昭和56年卒 55 13 274 56 20.4 274 56 20.4 送付：1,110 0 0 送付：1,110
昭和58年卒 57 15 251 61 24.3 251 61 24.3 返送：    238 返送：    238
昭和60年卒 59 17 285 59 20.7 285 59 20.7 率：21.4％ 率：21.4％
昭和62年卒 61 19 240 54 22.5 240 54 22.5
平成元年卒 63 21 238 57 23.9 238 57 23.9 送付：1,344 送付：1,344
平成３年卒 2 23 303 53 17.5 303 53 17.5 返送：    254 0 0 返送：    254
平成５年卒 4 25 276 42 15.2 276 42 15.2 率：18.9％ 率：18.9％
平成７年卒 6 27 287 48 16.7 287 48 16.7
平成９年卒 8 29 371 53 14.3 284 36 12.7 87 17 19.5
平成11年卒 10 31 398 63 15.8 288 54 18.8 110 9 8.2 送付：1,336 送付：435 0 送付：1,771
平成13年卒 12 33 485 67 13.8 358 54 15.1 127 13 10.2 返送：    191 返送：   51 返送：    242
平成15年卒 14 35 517 59 11.4 406 47 11.6 111 12 10.8 率：14.3％ 率：11.7％ 率：13.7％
平成17年卒 16 37 551 71 12.9 317 44 13.9 126 15 11.9 108 12 11.1
平成19年卒 18 39 552 48 8.7 313 36 11.5 120 9 7.5 119 3 2.5 送付：1,574 送付：518 送付：641 送付：2,733
平成21年卒 20 41 603 55 9.1 321 34 10.6 135 9 6.7 147 12 8.2 返送：    173 返送：   52 返送：   61 返送：    286
平成23年卒 22 43 529 53 10.0 315 24 7.6 88 15 17.0 126 14 11.1 率：11.0％ 率：10.0％ 率：9.5％ 率：10.5％
平成25年卒 24 45 498 59 11.8 308 35 11.4 49 4 8.2 141 20 14.2
未記入 未記入 10 0.1 未記入 9 0.9 未記入 0 0 未記入 1 0.2 6,060 953 641 7,654
全体 7,654 1202 15.7％ 6,060 1,037 17.1％ 953 103 10.8％ 641 62   9.7％
注：表中では「社会学科・人間社会学科」をまとめて「社会学科」，また「心理学科・実践心理学科」を「心理学科」と表記した。
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合   計 1,192 100.0％
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合   計 1,198 100.0％
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事をする上で、周りの人に支えられていると思う」（M ＝ 4.56, SD.65）で、続いて問12－3「仕
事をするときは常に相手のことを考えている」（M ＝ 4.28, SD.74）であった。
表７−１　学祖の項目の項目別回答者数・平均値・標準偏差（SD）・最小値・最大値
設問番号 項目内容 回答者数 平均値 標準偏差（SD） 最小値 最大値
問12－1 『他者とともに生きる』ことを意識して仕事をしている 1,152 3.99 0.97 1 5
問12－2 仕事をする上で、周りの人に支えられていると思う 1,153 4.56 0.65 1 5
問12－3 仕事をするときは常に相手のことを考えている 1,150 4.28 0.74 1 5
問13－1 社会の一員として、支えられているという気持ちは強い方だと思う 1,193 3.81 0.88 1 5
問13－2 社会制度だけでは支えきれないので、ボランティア精神を重視することが必要だと思う 1,197 3.56 0.92 1 5
問13－3 社会を支えるのには、専門家と隣接領域の関係者が協働することが重要だと思う 1,192 4.10 0.78 1 5
問13－4 与えられた命に感謝して生きる気持ちが強い方だと思う 1,196 3.92 0.95 1 5
問13－5 社会の一員として使命感をもって生きたい、という気持ちが強い方だと思う 1,193 3.59 0.92 1 5
問13－6 人間の本性は、本質的に『善』なる心性をもつと思う 1,192 3.56 0.99 1 5
問14－1 一人ひとりが、自己実現を果たすことができるような社会づくりに貢献すること 1,199 3.74 0.93 1 5
問14－2 全ての人が平等な、偏見のない社会づくりに貢献すること 1,198 3.92 0.92 1 5
問14－3 利己主義ではなく、利他主義、共生の精神で生きること 1,196 3.82 0.84 1 5
表６−６　就業の性別による人数
就職の有無 男性 女性 合計
は　い
件　数 351 603 954
比　率 89.1％ 75.9％ 80.3％
いいえ
件　数 43 191 234
比　率 10.9％ 24.1％ 19.7％
合   計
件　数     394 794 1,188
比　率 100.0％ 100.0％ 100.0％
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う因子構成を示す結果であった。各因子のα係数は、第１因子 .77、第２因子 .78、第３因子 .72
であった。
各項目の評定値から因子別の平均値（M））と標準偏差（SD）を併せて表７－２の右欄に示し
た。最も平均値が高かったのは第３因子「仕事について感じていること」（M ＝ 4.28, SD.63）で、
続いて第２因子「人生について重要なこと」（M ＝ 3.83, SD.74）、そして第１因子「人生観につ
いて」（M ＝ 3.76, SD.63）であった。全12項目の平均値は、M ＝ 3.90（SD.54）であった。
表７−２　因子分析結果と合計および因子別平均値（SD）
（　）内SD




気持ちが強い方だと思う 0.74* 0.24 0.26 0.67 
M ＝ 3.76（.63）
13-4  与えられた命に感謝して生きる気持ちが強い方だと
思う 0.73* 0.07 0.22 0.58 
13-6 人間の本性は、本質的に『善』なる心性をもつと思う 0.65* 0.22 －0.07 0.49 
13-1  社会の一員として、支えられているという気持ちは
強い方だと思う 0.61* 0.12 0.38 0.53 
13-2  社会制度だけでは支えきれないので、ボランティア
精神を重視することが必要だと思う 0.57* 0.32 0.08 0.43 
13-3  社会を支えるのには、専門家と隣接領域の関係者が




ること 0.16 0.86* 0.06 0.77 
M ＝ 3.83（.74）14-3  利己主義ではなく、利他主義、共生の精神で生きること 0.31 0.75* 0.16 0.68 
14-1  一人ひとりが、自己実現を果たすことができるよう
な社会づくりに貢献すること 0.18 0.74* 0.12 0.60 
第３
因子
12-2  仕事をする上で、周りの人に支えられていると思う 0.08 0.03 0.82* 0.68 
M ＝ 4.28（.63）12-3 仕事をするときは常に相手のことを考えている 0.15 0.11 0.78* 0.65 
12-1  『他者とともに生きる』ことを意識して仕事をして
いる 0.29 0.25 0.67* 0.60 
固有値 2.60 2.26 2.10 
全項目 M ＝ 3.90（.54）寄与率 21.7 18.8 17.5
累積寄与率 58.0 
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の平均値が卒期29期～卒期45期までより有意に高かった（f ＝ 15.84, df ＝４, p＜ .0001）。この
表８−１　性別による平均値と検定結果
（　）内SD
因子名 性別 回答者数 平均値 ｔ検定結果
f1：人生観について 男性 389 3.76（.62） df ＝1175, t＝.12 
女性 788 3.75（.63） n.s.
f2：人生について重要なこと 男性 395 3.83（.77） df ＝1192, t＝.07
女性 799 3.83（.73） n.s.
f3：仕事について感じていること 男性 385 4.30（.65） df ＝1144, t＝.54
女性 761 4.27（.62） n.s.
合計
男性 379 3.91（.54） df ＝1122, t＝.54
女性 745 3.90（.54） n.s.
表９−１　卒期別の平均値と検定結果
（　）内SD
 卒期区分         f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
卒期１期生～卒期９期生 3.94（.63）a 3.98（.71）a 4.41（.56）a 4.09（.50）a
卒期11期生～卒期17期生 3.88（.56）a 3.95（.72）a 4.40（.59）a 4.03（.50）a
卒期19期生～卒期27期生 3.82（.57）a 3.79（.73）ab 4.31（.60）a 3.94（.50）a
卒期29期生～卒期35期生 3.67（.62）b 3.75（.74）b 4.24（.66）ab 3.83（.52）b
卒期37期生～卒期45期生 3.55（.67）b 3.71（.76）b 4.13（.66）b 3.73（.58）b
検定結果 f ＝ 15.84 df ＝ 4,p＜ .0001 f ＝ 6.09, df ＝ 4, p＜ .0001  f ＝7.85, df ＝4, p＜ .0001 f ＝ 16.43, df ＝ 4, p＜ .0001
*平均値の肩に付した英字はTukey法による多重比較の結果を示す。英字が異なるもについては５％水準で有意差があることを示す。
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有意差は、合計（f ＝ 16.43, df ＝４, p＜ .0001）についても同様の結果であった。ｆ２：第２因
子「人生で重要なこと」では卒期１期～卒期17期までが卒期29期～卒期45期より有意に高かっ
た（f ＝ 6.09, df ＝４, p＜ .0001）。ｆ３：第３因子「仕事について感じていること」では、卒期






に示した。表10－１より、ｆ１：第１因子「人生観について」（f ＝ 16.71, df ＝２, p＜ .0001）そ
してｆ３：第３因子「仕事について感じていること」（f ＝ 12.34, df ＝２, p＜ .0001）、合計（f ＝
18.56, df ＝２, p＜ .0001）のいずれにおいても社会福祉学部の平均値が、社会学部および総合福
祉学部の平均値より有意に高かった。しかし、ｆ２：第２因子「人生で重要なこと」においては
総合福祉学部の平均値が社会福祉学部と同水準の高さであり、同時に社会学部と同水準の低さで






１に示した。表11－１より、ｆ１：第１因子「人生観について」（f ＝ 23.51, df ＝２, p＜ .0001）、
そしてｆ３：第３因子「仕事について感じていること」（f ＝ 20.16, df ＝２, p＜ .0001）および合
計（f ＝ 25.20, df ＝２, p＜ .0001）のいずれにおいても社会福祉学科の平均値が、社会学科・人
表10−１　学部別の平均値と検定結果
（　）内SD
学部名 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
社会福祉学部 3.83（.60）a 3.88（.73）a 4.35（.60）a 3.98（.51）a
社会学部 3.62（.64）b 3.74（.78）b 4.20（.67）b 3.79（.55）b
総合福祉学部 3.59（.72）b 3.75（.75）ab 4.10（.67）b 3.75（.61）b
検定結果 f ＝ 16.71, df ＝ 2, p＜ .0001 f ＝ 4.53, df ＝ 2, p＜ .05  f＝12.34, df＝2, p＜ .0001 f ＝ 18.56, df ＝ 2, p＜ .0001
*平均値の肩に付した英字はTukey法による多重比較の結果を示す。英字が異なるもについては５％水準で有意差があることを示す。
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3.83, df ＝ 1176, p＜ .0001）、ｆ２：第２因子「人生で重要なこと」（t ＝ 2.82, df ＝ 1193, p＜ .01）
そしてｆ３：第３因子「仕事について感じていること」（t ＝ 2.76, df ＝ 1145, p＜ .01）、合計（t ＝








学部名 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
社会福祉学科 3.80（.60）a 3.85（.73）a 4.33（.60）a 3.95（.51）a
社会学科・人間社会学科 3.44（.74）b 3.61（.85）b 3.98（.79）b 3.60（.65）b
心理学科・実践心理学科 3.46（.71）b 3.77（.69）ab 4.01（.66）b 3.67（.58）b




内容 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
参加有り 4.00（.68） 4.04（.80） 4.46（.58） 4.12（.59）
参加無し 3.74（.62） 3.81（.74） 4.27（.63） 3.89（.53）
検定結果 t ＝3.83, df ＝1,176, p＜.0001 t ＝ 2.82, df ＝ 1,193, p＜ .01 t ＝2.76, df ＝1,145, p＜.01 t ＝3.91, df ＝1,123, p＜.0001
96 卒業後の動向および仕事・人生へ向きあう意識について
総合福祉研究 第20号 �ック.indb   96 16/02/16   20:23
か検討し結果を表13－１に示した。表13－１より、ｆ３：第３因子「仕事について感じているこ



















内容 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
就業している 3.75（.63） 3.83（.75） 4.31（.62） 3.91（.54）
就業していない 3.77（.65） 3.82（.73） 4.19（.67） 3.90（.57）
検定結果 t ＝ .70 df ＝ 1,166, n.s. t ＝ .17, df ＝ 1,182, n.s. t ＝ 2.36, df ＝ 1,135, p＜ .05  t ＝ 06  df ＝ 1,114, n.s.
表14−１　共生論履修についての回答者別の内訳
（　）内％
内容 履修した 履修しなかった 科目が無かった 覚えていない
人数 239（20.0） 189（15.8） 328（27.5） 437（36.7）
表14−２　共生論履修の有無別による平均値と検定結果
（　）内SD
内容 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
履修した 3.71（.63） 3.84（.74） 4.24（.63） 3.87（.54）
履修しなかった 3.73（.66） 3.91（.71） 4.25（.63） 3.90（.54）
検定結果 t ＝ .27, df ＝ 422, n.s. t ＝ 1.11,  df ＝ 425, n.s.  t ＝ .17,  df ＝ 411, n.s.  t ＝ .51  df ＝ 407, n.s.
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果を表16－２に示した。表16－２より、ｆ１：第１因子「人生観について」（t ＝ 3.83, df ＝ 831, 
表15−１　「長谷川良信の思想と生涯」履修についての回答者別の内訳
（　）内％
内容 履修した 履修しなかった 科目が無かった 覚えていない
人数 258（21.6） 240（20.1） 247（21.6） 437（36.7）
表15−２　「長谷川良信の思想と生涯」履修の有無別による平均値と検定結果
（　）内SD
内容 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
履修した 3.74（.61） 3.83（.76） 4.26（.62） 3.89（.53）
履修しなかった 3.68（.66） 3.79（.70） 4.23（.67） 3.83（.55）
検定結果 t ＝ 1.06, df ＝ 488, n.s. t ＝ .75,  df ＝ 495, n.s. t ＝ .65,  df ＝ 478,  n.s. t ＝ 1.20,  df ＝ 471, n.s.
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p＜ .0001）、ｆ２：第２因子「人生で重要なこと」（t ＝ 4.91, df ＝ 843, p＜ .0001）そしてｆ３：
第３因子「仕事について感じていること」（t ＝ 3.04, df ＝ 813, p＜ .01）の３因子および合計（t ＝








内容 参加した 参加しなかった 機会が無かった 覚えていない
人数 293（24.5） 555（46.4） 127（10.6） 220（18.4）
表16−２　宗教行事参加の有無別による平均値と検定結果
（　）内SD
内容 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
参加した 3.86（.61） 3.99（.71） 4.39（.59） 4.03（.51）
参加しなかった 3.69（.62） 3.73（.74） 4.25（.64） 3.83（.52）
検定結果 t ＝ 3.83, df ＝ 831, p＜.0001 t ＝ 4.91,  df ＝ 843, p＜.0001 t ＝ 3.04,  df ＝ 813, p＜.01. t ＝ 5.09 df ＝ 798, p＜.0001.
表17−１　母校を誇りに思うことについての質問項目の平均値・標準偏差（SD）・最小値・最大値
項目内容 回答者数 平均値 標準偏差（SD） 最小値 最大値
１．福祉系大学としての歴史と伝統 1,193 4.00 0.96 1.00 5.00 
２．充実したカリキュラムと教育体制 1,178 3.32 0.92 1.00 5.00 
３．教育内容の水準の高さ 1,179 3.09 0.86 1.00 5.00 
４．施設の充実 1,178 3.02 0.88 1.00 5.00 
５．美しい自然のあるキャンパス 1,181 3.37 0.97 1.00 5.00 
５．就職率の高さ 1,176 3.13 0.92 1.00 5.00 
７．自由で、活気のある校風 1,179 3.32 0.94 1.00 5.00 
８．学生の勤勉さ 1,180 3.14 0.99 1.00 5.00 
９．安定した経営と将来性 1,178 3.10 0.87 1.00 5.00 
10．卒業生の大学への帰属意識と絆の強さ 1,178 3.04 0.92 1.00 5.00 
合計 1,161 3.25 0.68 1.00 5.00
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第１因子「人生観について」（f ＝ 89.67, df ＝２, p＜ .0001）、ｆ２：第２因子「人生で重要なこ
と」（f ＝ 69.61, df ＝２, p＜ .0001）そしてｆ３：第３因子「仕事について感じていること」（f ＝
















内容 回答者数 f1：人生観について f2：人生で重要なこと f3：仕事について感じていること 合計
高群 325 4.10（.52）a 4.20（.60）a 4.52（.51）a 4.23（.42）a
中群 489 3.72（.56）b 3.77（.65）b 4.25（.59）b 3.86（.46）b
低群 347 3.51（.67）c 3.58（.84）c 4.12（.71）c 3.67（.59）c
検定結果 計　1,161 f ＝ 89.68, df ＝ 2, p＜ .0001 f ＝69.61, df ＝2, p＜.0001  f ＝37.00,  df ＝2, p＜.0001 f ＝108.50, df ＝2, p＜.0001
*平均値の肩に付した英字はTukey法による多重比較の結果を示す。英字が異なるもについては５％水準で有意差があることを示す。
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        卒期区分         f1：人生観について ｆ2：人生で重要なこと ｆ3：仕事について感じていること 合計 備考
卒期１期生～卒期９期生 3.94（.63）a 3.98（.71）a 4.41（.56）a 4.09（.50）a 社会福祉学科生のみ
卒期11期生～卒期17期生 3.88（.56）a 3.95（.72）a 4.40（.59）a 4.03（.50）a 社会福祉学科生のみ
卒期19期生～卒期27期生 3.82（.57）a 3.79（.73）ab 4.31（.60）ab 3.94（.50）ab 社会福祉学科生のみ
卒期29期生～卒期35期生 3.70（.61）b 3.78（.74）ab 4.31（.60）ab 3.88（.50）b 社会学科生加わる
卒期37期生～卒期45期生 3.65（.60）b 3.75（.71）b 4.22（.60）b 3.82（.52）b 心理学科生加わる
検定結果 f＝7.33 df＝4, p＜.0001 f ＝4.31, df ＝4, p＜.01  f ＝2.88, df ＝4, p＜.05 f＝8.01, df＝4, p＜.0001
*平均値の肩に付した英字はTukey法による多重比較の結果を示す。英字が異なるもについては５％水準で有意差があることを示す。
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社会学部 270   79（29.3）




社会学科・人間社会学科 106   26（24.5）
心理学科・実践心理学科 64   22（34.4）
表18−３−５　宗教行事に参加していた人の同窓会活動有無別人数（％）
内容 回答者数 参加者数（割合）










低群 279     81（29.0）
χ2 ＝ 24.3、p＜ .0001
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よりも「母校を誇りに思う気持ち」の総合点の平均値が有意に高かった（参加者M ＝ 34.2 SD 
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